
発行：福岡県遠賀郡水巻町役場（き201－4321）　　毎月10日発行　印刷：冷牟田印刷

へツ
ケ
ヨ
～
イ

の
こ
っ
た
／
の
こ
つ

河守神社子供ずもう大会
9月27日、河守神社の境内にはちびっこ力士
が勢ぞろい。男の子も女の子も力いっぱいの
熱戦をくりひろげました。



長
尾
　
軍
≡
さ
ん

（
下
二
・
無
職
）

自
分
の
人
生
で
、
今
が
一
番
本
を
読

む
時
間
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

年
金
暮
し
と
も
な
る
と
本
代
も
ば
か

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
あ
る
本
の

中
に
は
自
分
の
蔵
書
に
し
た
い
よ
う
な

本
も
あ
っ
て
探
す
の
が
楽
し
み
で
す
。

借
り
た
本
の
裏
に
寄
付
し
た
人
の
名
前

を
発
見
し
た
時
は
親
し
み
を
感
じ
ま
す

美
浦
　
郁
子
さ
ん

（
古
貿
・
主
婦
）

図
書
室
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
本
代
が
い
ら
な
く
な
っ
て
助

か
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
本
や
趣
味
の
本
が
少
な
い
の

で
も
う
少
し
購
入
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
図
書
室
で
プ
リ
ン
石
ケ
ン
を
買

っ
て
帰
っ
て
い
ま
す
が
、
安
心
し
て
使

え
る
の
で
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す

（2）

相
沢
美
智
子
さ
ん

（
新
生
街
・
主
婦
）

昔
の
町
民
会
館
の
時
代
か
ら
利
用
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
の
図
書
室
は
、
夜
七
時
ま
で
開

い
て
い
る
か
ら
利
用
者
に
と
っ
て
は
便

利
で
す
ね
。
職
員
の
方
が
や
さ
し
い

し
、
貸
出
数
に
制
限
が
な
い
の
で
気
軽

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

椛
田
　
　
博
さ
ん

（
梅
ノ
木
団
地
・
会
社
員
）

本
を
探
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

寄
贈
本
が
多
い
せ
い
か
、
文
庫
本
や

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
に
片
寄
っ
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。
町
の
予
算
で
幅
広
く
本
を

そ
ろ
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

牧
野
一
之
さ
ん

（
下
二
・
無
職
）

私
は
、
折
尾
や
直
方
の
図
書
館
ま
で

本
を
借
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸

い
水
巻
町
に
も
り
っ
ぱ
な
図
書
室
が
で

き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
は
利
用
者
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
子
供
さ
ん
の
マ
ナ
ー
は
良
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

栗
原
　
智
恵
さ
ん

（
頃
夫
・
大
学
生
）

テ
ス
ト
前
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

子
供
さ
ん
が
真
剣
に
点
字
の
練
習
を

し
て
い
る
姿
に
は
感
心
し
ま
す
。

閉
館
時
間
を
過
ぎ
て
も
、
係
の
人
が

時
間
に
う
る
さ
く
な
い
し
、
貸
出
ノ
ー

ト
で
受
付
け
る
な
ど
、
形
式
ぼ
ら
な
い

と
こ
ろ
が
私
は
好
き
で
す
。

爺
循
環
珍
Ｌ
＼

中
央
公
民
館
の
2
階
に
図
書
室
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

昨
年
1
1
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
も
う
す
く
ｌ
周
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
図
書
室
は
、
百
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
と
あ
ま
り
広
く
は
あ
り
ま
せ

ん
か
、
こ
の
一
年
間
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
数
多
く
の
町
民
の
方

方
に
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。



伊
豆
β
悪
事

図
書
の
数
も
五
千
冊
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
旧
町
民
会
館
の
当
時
に

は
年
間
で
も
二
千
冊
に
満
た
な
か
っ
た
貸
出
数
が
、
今
で
は
毎
月
千
冊
以

上
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
図
書
室
の
利
用
者
の
方
々
に
意
見
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

桑村　和江ちゃん

（頃末・5歳）

毎
週
金
曜
日
に
、
お
か
あ
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
来
て
い
ま
す
。

本
が
大
好
き
で
す
。

い
つ
も
童
話
の
絵
本
を
借
り
て
い
ま

す
。
今
日
は
、
「
よ
い
子
の
く
に
」
を

借
り
ま
し
た
。

椿本明日美ちゃん

（頃末・小学生）

他
の
図
書
館
に
比
べ
た
ら
本
が
少
な

い
し
、
子
供
の
本
は
破
れ
た
本
が
多
い

か
ら
、
も
っ
と
新
し
い
本
を
入
れ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

受
付
の
人
が
や
さ
し
い
の
で
楽
し
く

利
用
し
て
い
ま
す
。

（サ二品‾宣ウン）

学
校
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
て
七
時
ま

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

本
の
返
却
期
限
が
制
限
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
借
り
や
す
い
で
す
ね
。

図
書
室
に
お
い
て
あ
る
点
字
器
に
触

れ
る
こ
と
で
、
障
害
者
の
方
た
ち
の
気

持
ち
を
少
し
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私たちが
お世話します。

左から矢ヶ部・甘水・武野

図書室オープン以来、数多くの町民の皆様

から大切な本を寄付していただき、おかげで

図書もずいぶん充実して来ました。

本当にありがたく思っています。

この図書室は、年間百万円の図書購入費で

運営しています。

図書の購入は、利用者の皆さんの意見を最

優先していますので、読みたい本がありまし

たら、どしどし係へ申し込んで下さい。

今後も、町民のみなさんに親しまれる図書

室作りを掛ナていきたいと思っています。

中央公民館におこしの際は、どうぞ気軽に

お立寄り下さい。

利 用 時 間 ｌ平 日 ・日曜 日　 11時～19時
土曜日　　　　 13時～17時

Ｈ■自■ 享ｍ 毎〕皐月曜日
毎月第 3 日曜 日 ・祝 日

ピノキオ文庫に
来てみませんか

子
供
た
ち
に
本
の
世
界
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
／

そ
ん
な
願
い
を
持
っ
て
私
た
ち
四
人

は
、
第
二
土
曜
日
の
二
時
か
ら
三
時
ま

で
中
央
公
民
館
児
童
室
で
「
お
話
し
会
」

を
開
い
て
い
ま
す
。

幼
児
や
小
学
生
た
ち
に
、
読
み
き
か

せ
や
紙
芝
居
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
本
の
楽
し
さ
を
紹
介
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
今
月
の
お
話
し
会

1
0
月
1
7
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

（3）



水
巻
町
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
で
明
る
い
家
庭
、
地
域
づ

く
り
を
ね
が
い
、
予
防
医
療
、
体
力
づ
く
り
、
栄
養
改
善
の
三
つ
の

柱
を
基
本
に
健
康
敗
策
事
業
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
健
康
づ
く
り
を
ね
が
う
関
係
桟
閑
・
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
『
人
生
8
0
年
時
代
を
す
こ
や
か
に
生
き
る
た
め
に
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
Ｌ
と
い
う
自
覚
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
「
健

康
づ
く
り
町
民
の
つ
ど
い
」
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
地
域
ぐ
る
み
、

家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
、
ご
観
覧
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

田
田
田
口
日
出
（
鮒
…
品
）

′
内
科
・
小
児
科
…
内
科
、
小
児
科
に
関
す
る
相
談

′
整
形
外
科
…
腰
痛
・
ス
ポ
ー
ツ
障
害
な
ど
の
相
談
。

′
歯
の
検
診
と
相
琴
‥
歯
槽
の
う
ろ
う
の
健
診
と
予
防
、
矯
正
歯
科
・

小
児
歯
科
相
談
、
ム
シ
歯
及
び
歯
槽
の
う
ろ
う

と
食
生
活
、
フ
ッ
素
洗
ロ
（
先
着
3
0
名
様
に
ハ

ブ
ラ
シ
の
進
呈
－
成
人
に
限
る
）

′
く
す
り
と
健
康
相
琴
：
お
ク
ス
リ
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
相
談
く

だ
さ
い
。
家
庭
ダ
ニ
の
検
査
、
食
器
よ
こ
れ
の

検
査
（
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
食
器
、
掃
除
機

の
中
の
家
庭
ゴ
ミ
を
ビ
ニ
ー
ル
に
入
れ
て
も
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
）

とき13：00～15：30

演
題

ノ
ヽ
ら
し
の
中
の
健
康
づ
£
リ

ー
高
令
化
社
会
を
迎
え
て
の
健
康
つ
く
り
1

落
飾
九
州
大
学
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

．
い
　
教
授
　
緒
方
道
彦
増

社

●とき10：00～12：00

指導一実演一相談をおこないます。

家庭でねたきり者の介護方法についての実演

や相談（定員50名一電話予約申込）をおこな

います。相談の内容については、10月20日ま

でにご連絡下さい。

（4）

●とき　8：30～12：00

●健康試食会

●成人一日の食事の献立（成人食・老人食）

●食品の食塩含有量の展示
●コンピューター栄養診断

●栄養相談
●健康ひろばで、栄養士が献立作成した健康べん

とう（無料）をくぼります。



●とき10：00～

●模　擬　店－うどん、ぜんざい、
おでん、だんご汁、
飲み物（ジュース・牛
乳）、玄米あまざけ、
アイスクリーム、ポ
ップコーン、わた菓
子、ふれあい市場（果
物・野菜など）、自然
食品の店

●もちつき大会一参加者のもちつき大
歓迎

●体力テストー握力、背筋、前屈

●大声大会・ちびっ子ひろば

●野だて

●吹奏楽屈による演奏

●宝くじ抽せん大会（12：30大ホール）

●健康べんとう配布

●看護器機の展示
●ガンなどのフイルム・写真・パ

ネルの展示

●パンフレット・冊子の展示
（自由におとり下さい）

●ビデオによる手話講習とマンガ

大会

●視覚障害器具と点字の実演

●とき10：00～

●家庭で使った「廃油」「ご飯」で

プリン石ケンの作り方を実演し

ます。

●参加者（成人）に、プリン石ケ

ンと作り方のパンフレットを無

料でお配りします。

（5）

●健康診査一定員150名　　　●がん検診

ト検診内容‾軍軍恵憲懇望：雷雲禁書＝悪書語呂雷

≡窯警尋葱孟岳：豊富霊芸＝悪書霊
ト受付時間一検診コーナーはすべて8：30～11：00まで

ト料　　金－一つの検診ごとに500円
※検診は重複して受診できます。



朋6人が熱戦を展開
スポーツ少年団総合競技大会

町内のスポーツ少年団は夏休みを利用して活発な活動を行ってきま

したが、その総まとめとしてバレーボール、水泳、剣道、野球の四ス

ポーツ少年団から916人が参加して総合競技大会が9月13日（野球は

9月6Ｈ）に開かれました。熱戦の結果は次のとおりです。

●50例日由形男子　①前田鎮太郎

（伊左座）⑧森本宏太（頃末）

●50例日由形女子（り桃本八重（

猪熊）（む有川由佳（机）

●100桝自由形男子（Ｄ梶山直樹（

机）⑧和田亘市（吉田）

●100椚自由形女子①高橋純江（

‘机）⑧限井友紀（机）

●四年男子　①児玉弘一郎（伊

左座）（り鈴木幸太郎（机）

●四年女子（》小高聡子（伊左

座）⑧井上こずえ（机）
●五年男子　①峯浦達雄（机）

⑧中川聡史（吉田）
●五年女子　①永沼香織（伊左

、座）⑧浅成純子（伊左座）

●六年男子　①高道徳（伊左座）

（勤小高伸（伊左座〕

●六年女子　①服部昌子（吉田）

⑧黒木真実子（伊左座）

●中学男子　①柴田智恵（猪熊）

⑧野坂輝和（吉田）

●中学女子　①上坂直子（伊左

盛〕⑧限井美紀（机）

●50〝ｚ平泳男子　①銭湯武文（伊

左座）⑧入江浩介（伊左座）

●50〝ｚ平泳女子　①黒瀬徳子（伊

左座〕⑧坂根祐子（吉田）

●100〝ｚ自由形中学男子①田中友

則（机）⑧竹之内健一郎（机）

●1001昭平泳中学男子①大矢勝則

（机〕

●リレー男女（Ｄ机スポーツ少年

団⑧頃末スポーツ少年団

●四年生の部

①頃末（彰伊左座

●五年生の部

⑤頃末　⑨伊左座

●六年生の部

①頃末　⑧伊左座

●優　勝　伊左座

●準優勝　頃　末

●三　位　猪　熊

餌の
わだい

ぁなにの困りの身

が画事や謡癖一．、」江甘〈払‘く■■Ｊ一’日

を待っています0

伊藤さやかちゃん
昭和61年10月2日生

（久薫枝）さんの長女

ニ
ャ
ン
コ
と
ワ
ン
ワ
ン
が
大
好
き
で
ー
す
。

ア
ン
ヨ
も
ず
い
ぶ
ん
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
何
か
イ
タ
ズ
ラ
を
し
た
く
つ
て
目
が

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

。

お
外
で
た
く
さ
ん
遊
び
た
い
な
。

（
お
か
の
台
　
三
一
－
四
〇
六
）

ともみ

西村　知美ちゃん
昭和61年10月16日生

（禁書）さんの長女

知
美
は
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
、

と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。

素
直
で
明
る
い
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
吉
田
一
〇
九
〇
）

申込みは庶務係へ。（毎月2人まで）

（6）



郡内産のコシヒカリはいかが
ザ・米フェスティバル

会場には、郡内で生産されたコシヒカリを材料に

した世界各国の米料理がならべられています。

9月16日、遠賀郡農協の主催による「ザ・米フェ

スティバル」の会場となった水巻中央公民館の大ホ

ールは、生協や婦人会・ＰＴＡなど、米の消費者団

体から約茄0人の参加者でいっぱい。

米の消費拡大と郡内産のコシヒカリのＰＲのため

に並べられた米料理は、あっという間にみんなの胃

袋に消え去りました。

九州大会で好成績
空手道スポーツ少年団

水巻町空手道スポーツ少年団は8月23日、佐賀県

武雄市で開かれた九州ブロックスポーツ少年団空手

道交流大会に、福岡県代表として出場しました。

強豪36チームがひしめく大会で、中学生男子は自

由組手で二人の選手が三位に入賞。小学生男子も難

かしい形競技で、団体・個人ともに上位に入賞する

好成績をおさめました。

（7）

吉田サンクラブが優勝
ソフトボール選手権大会

水巻町体育協会の主催によるソフトボール選手権

大会が9月20日開かれました。

この大会は今年で7回目、会場となった吉田小学

校と南中学校グランドには、町内各地区から18チー

ムが参加して熱戦を展開しました。試合結果は次の

とおりです。

■優　勝　　吉田サンクラブ

■準優勝　　高松団地

レーンはこれだな！
視覚・聴覚障害者のボーリング大会
目や耳の不自由な方と、その家族の万々の親睦

のためのボーリング大会が催されました。

この大会は水巻町のボランティアグループ「と

もしびの会」が初めて企画したものです。

9月6日、会場となった折尾スターレーンには、

白い杖を手に手に、目や耳の不自由な万達とその家

族ら約45人が参加。そばで見ている家族の心配をよ

そに、障害者の方たちのハッスルプレーが笑いをさ

そい、汗だくの楽しい一日でした。



し
ん

に

ち

は

保

健

婦

で

す

0

き．・夢
．娘ぎ

．琵＿‾

γ
な1．．．ニユ．

Ａ

ｔ
「

健
康
づ
く
り
シ
リ

自
覚
症
状
な
し

だ
か
ら
こ
半
検
診
を
…
…
子
宮
が
ん

一
婦
人
が
ん
敬
だ
つ
い
て
一

昨
年
度
町
で
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
で
各
々
一
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

本
当
に
手
遅
れ
に
な
っ
て
、
こ
わ
い

結
果
を
引
き
お
こ
す
前
に
、
が
ん
検
診

を
す
す
ん
で
受
け
る
こ
と
こ
そ
、
が
ん

か
ら
身
を
守
る
方
法
で
す
。

昨
年
の
町
の
婦
人
が
ん
検
診
は
、
乳

が
ん
五
百
二
十
九
人
・
子
宮
が
ん
五
百

七
十
三
人
の
人
が
受
け
て
い
ま
す
。

年
代
別
受
診
者
は
図
1
の
と
お
り
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
三
人
が
定
期
受
診
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
。
（
こ
の
う
ち
一
人

が
早
期
が
ん
に
移
行
し
、
手
術
を
受
け

ま
し
た
。
）

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
好
発
年
齢
は

四
十
歳
～
五
十
歳
代
な
の
で
、
二
十
代

・
三
十
代
で
検
診
を
受
け
た
方
は
つ
づ

け
て
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

一
乳
が
ん
検
診
で
は
一

医
師
に
よ
る
検
診
と
、
自
己
検
診
の

方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

自
己
検
診
を
覚
え
て
早
期
発
見
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

盲
Ⅷ
ん
検
診
で
は
ｌ

「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
本
女
性
の
か
か
る
子
宮
が
ん

の
大
半
は
子
宮
頸
が
ん
で
す
が
、
欧
米

並
み
に
子
宮
体
が
ん
も
確
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
子
宮
体
が
ん
検
診
を
検
討
中

で
す
。

子宮休がん

約8割が閉経後に発

子　生。また、東城、不

子宮がんのできやすい場所

云至芸三言笠寺
部　　　高血圧、糖尿病の人

はかかりやすいとい

われます。

子
宮
顆
が
ん

こ
の
検
診
で
は
、
が
ん
の
人
は
発
見

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
子
宮

が
ん
検
診
で
は
、
が
ん
の
疑
い
が
あ
る

子宮頬がん

性生活に深く関係す

るようです。

処女に頸がんはで書

ません。

町
で
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

の
他
に
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
も
あ
わ
せ

て
四
種
類
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
御
自
分
の
健
康
牒
厘
に
御
利

用
く
だ
さ
い
。

ふｌる　‾ｌさ　と，今昔匡≡三三三三三三三幸三
昭和30年頃の頃末

①高尾団地からの写真です。

当時は目炭の選炭場がありましたが

今はベントナイト工業の跡地です。

②旧三号線陸橋からの写真です。

当時は石炭を運ぶ蒸気機関車が走っ

ていました。

（8）



吉
田
団
地
の
滞
納
者
Ａ
は
、
昭
和
六
二
年
三
月
十
二
日
に
折
尾
簡
裁

で
和
解
成
立
。
滞
納
十
か
月
、
滞
納
金
六
万
千
円
を
昭
和
六
二
年
三
月

か
ら
七
月
ま
で
五
回
の
分
割
払
で
支
払
う
約
束
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
滞
納
分
六
千
円
と
現
年
度
四
月
以
降
八
月
分
ま
で
六
か

月
滞
納
し
、
強
制
執
行
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

悪
質
滞
納
者
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
家
賞
滞
納
が
た
と
え
三
か
月
で

も
、
家
屋
明
渡
し
の
強
制
執
行
を
受
け
ま
す
。
（
町
条
例
第
三
十
条
）

昭和62年9月20日現在（単位：円）

表1．住宅使用料滞納実績

卒 倒 ！坤　 名
過 年 度

滞 納 繰 越

現　 年　 度　 滞　 納　 内　 訳
、合　 計

1 ケ月～ 2 ケ月 3 ケ月～ 5 ケ月 針　 ‾

甲 地 戸 数 件 教 金　 額 件 数 金　 額 件 数 金 ∵ 額 件 数 金　 額 仲 裁 金　 額

7 2 （1 ）
2 47 ，7 00 3 1 5 ，70 0 3 15 ，70 0 4 6 3 ．40 0

下　　 二 13 1 7 3 5 ．500 1 14 ，1 00 8 49 ，60 0 8 4 9 ．60 0

壕　　 添 4 5 1 68 ，9 00 1 4 ．70 0 1 4 ，70 0 2 7 3 ，60 0

猪　 熊 11 5 2 35 ，3 00 3 2 4 ，30 0 3 24 ，30 0 5 5 9 ，60 0

野　　 間 20 1 1 79 ，∝氾 2 2 2 ，50 0 2 2 2 ，50 0 3 20 1 ，500

い　 わ ぜ 20 1 5 ，50 0 1 5 ，50 0 1 5 ，50 0

⑳ 吉 田 194 （1 ）
2 54 ，0 00 10 6 0 ，00 0 1 18 ．0（氾 1 1 78 ，00 0 12 13 2 ，00 0

小　 計 5 97 （2 ）
8 38 4 ，90 0 2 7 16 8 ．20 0 2 3 2 ．1（氾 29 20 0 ，30 0 3 5 58 5 ，20 0

⑳ 書 臥 604 （2 ）
2 2 2 ．3 99 ，1 30 3 0 26 2 ，00 0 4 1 15 ，00 0 34 37 7 ．0 00 5 4 2 ．77 6 ，13 0

高　　 騰 7 38 （6 ）
27 6 ，98 7 ，6 50 18 330 ，00 0 2 14 2 ，000 20 4 72 ．00 0 4 1 7 ．4 59 ，650

よ、鯉　　 口 220 （8 ）
3 1 6 ，5 38 ．5 00 12 260 ，00 0 6 41 7 ，900 18 6 77 ，9 00 4 1 7 ．21 6 ，40 0

吉田 店 舗 20 2 18 ，8 80 2 18 ，88 0 2 18 ，8 80

小　 計 Ｉ 1，5 82 （ｌＱ
8 0

15 ．9 25 ，2 80 6 2 8 70 ，8 8 0 12 6 74 ，9 00 74 1 ，5 45 ．78 0 138 1 7 ，4 7 1 ，06 0

合　 計 2 ，179 （1ゆ
8 8 16 ．3 10 ，1 80 8 9 1 ，0 3 9 ，0 8 0 14 707 ．0 00 103 1 ，74 6 ，08 0 17 3 18 ，05 6 ，26 0

（注）過年度の件数欄（）内の数字は、現年度も滞納あり、昭和61年度滞納繰越額23，328，250円

家
賃
を
三
か
月
以
上
、
滞
納
し
な
い

よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
下
さ
い
／

現
年
度
収
入
率
は

9
9
％
の
目
標

昨
年
度
は
、
現
年
度
分
の
家
賃
徴
収

に
力
を
注
ぎ
、
九
八
・
九
軒
の
収
入
率

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
町
営
住
宅
建
設
以
来
前

例
の
な
い
九
九
軒
以
上
を
目
棟
に
、
来

年
三
月
ま
で
積
極
的
に
家
賃
徴
収
に
取

り
組
み
ま
す
。

と
く
に
、
改
良
住
宅
（
吉
田
・
高
松

・
鯉
口
団
地
）
関
係
が
、
滞
納
件
数
、

滞
納
金
額
と
も
圧
倒
的
に
多
く
、
改
良

住
宅
関
係
の
効
果
的
な
厳
し
い
対
策
こ

そ
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表
1
参

照
）

団
地
内
で
の
犬
・
猪
等
の
飼
育
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
周
囲
の
迷
惑
を
考
え
ず
、
新
た

に
犬
・
猪
等
を
飼
育
す
る
人
が
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。

住
宅
課
に
は
、
毎
年
苦
情
が
あ
い

そ
こ
で
町
は
今
年
七
月
、
全
団
地

の
飼
育
状
況
を
一
斉
に
調
査
し
、
九

月
十
日
付
で
個
別
に
飼
育
禁
止
の
通

知
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
毎
年
「
犬
・
猪
等
を
飼

っ
て
い
る
家
庭
の
調
査
」
を
行
い
、

飼
育
禁
止
の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

町
で
も
梗
極
的
に
飼
育
賛
止
の
楷

導
を
継
続
し
ま
す
が
、
団

地
内
、
隣
組
単
位
の
飼
育

禁
止
の
申
し
合
わ
せ
、
相

っ
ぎ
、
そ
の
都
度
「
広
報
み
ず
ま
き
」

や
、
「
町
営
住
宅
住
ま
い
の
し
お
り
」

等
で
飼
育
禁
止
・
処
分
等
の
お
願
い

と
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
飼
育
を

や
め
る
方
が
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
。

互
監
視
が
と
く
に
重
要
で
す
。

団
地
内
で
の
快
適
な
共
同
生
活
の

妨
げ
に
な
る
犬
・
猪
等
の
ペ
ッ
ト

類
の
飼
育
禁
止
に
む
け
、
町
・
団

地
自
治
会
、
隣
組
あ
げ
て
取
り
組

、
み
ま
し
ょ
う
。

1
」
。

滞
納
者
に
は
、
早
期
に
厳
正
な
対
応

を
図
り
、
町
の
呼
出
し
等
に
応
じ
な
い

人
や
、
裁
判
所
に
お
け
る
即
決
和
解
、

調
停
等
の
約
束
を
履
行
し
な
い
人
に

は
、
直
ち
に
家
屋
明
渡
し
の
訴
訟
や
強

制
執
行
を
行
な
い
、
家
賃
納
入
意
識
の

変
革
を
期
す
ま
で
徹
底
を
図
り
ま
す
。

の
収
入
率
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
夜
間
徴
収
・
少
額
滞
納
者

の
完
納
指
導
、
裁
判
に
よ
る
即
決
和
解

等
、
和
解
内
容
の
履
行
を
継
続
的
に
推

進
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
年
度
の
滞
納
繰
越

額
は
、
一
千
六
百
万
円
以
下
を
目
標
と

し
ま
す
。

（
六
一
年
度
滞
納
繰
越
額
は
、
二
千
三
百
万
円
）

鯉
口
団
地
対
策
を

強
化
し
ま
す
。

過
年
度
分
収
入
率
は

4
3
％
以
上
を
目
標

改
良
住
宅
の
中
で
も
滞
納
件
数
、
滞

納
金
街
は
、
鯉
口
団
地
が
「
ワ
ー
ス
寸

表
ｌ
の
と
お
り
、
過
年
度
か
ら
の
滞

納
繰
越
分
は
、
九
月
二
十
日
現
在
す
で

に
七
百
万
円
の
納
付
が
あ
り
、
三
〇
軒

次
号
は
「
鯉
口
団
地
浴
槽
代
請

求
訴
訟
」
の
第
二
回
口
頭
弁
論
を

中
心
に
掲
載
し
ま
す
。

（9）



防犯は
日ごと家ごと

地域ごと
全国防犯運動の一環として次のと

おり街頭防犯登録を実乾します。
自転者やパイクの防犯登録を希望

される方は、お気軽にお立寄り下さい¢

●と　き10月20日

午後1時～午後3時
●ところ　水巻アピロス前

国
民
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
納
付
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
、
年
金
が
も
ら
え
る
か
ど
う
か
不
安

に
思
っ
て
い
る
方
…
…
、
こ
の
機
会
に

気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
4
日
・
5
日

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
二
本
議
室

●
相
談
員
　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

文
部
大
臣
表
彰
焚
貧

松
尾
徳
之
祐
さ
ん
（
古
賀
）

水
巻
町
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議

会
会
長
の
松
尾
徳
之
祐
さ
ん
（
古
賀
）

が
9
月
9
日
、
体
育
指
導
委
員
功
労

者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
昭
和
4
3
年
以
来
水

巻
町
の
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
る
一
方
、
遠
賀
郡
体
育
協
会
の
理

事
長
や
県
体
相
違
会
長
を
努
め
る
な

ど
、
松
尾
さ
ん
の
幅
広
い
活
躍
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

あなたも創作してみませんかＰ
中央公民館秋の講座開設　　　●君主雲霞謡等霊芝言霊票㌣
萄溝 ∴座　 名 「 暗 黒 錘 「 ■ 嗅 患 嘩 つ ；．㌻ 軒 営 碗 凍 亮 対．象 卦 家弟

奏 し い き り絵 貢
昭和 62年 11 月18 日～ 昭 和63年 3 月 16 日 中 央 公民 館 2 階

一 般 成 人30名
毎 週水 曜 日 （1 5回） （10 時 、12時） 大会 議 室（2）

廃 し い和 紙 の 、昭和 62年 11月16 日～ 昭和 63年 3 月 14 日 中 央 公民 館 1 階
一 般 成 人30名

、、・、、、漣 ぎ　 絵 毎週 月曜 日 （15回 ） （10時 ～12時） 大 和 室（1）

県民体育大会成績表
（水巻町関係分）

開催日　9月20日

個　 人　 競 技 （陸上

極　　　 目 順位 氏　 名 記

一般弟子（40歳以上）
3（治Ｏｍ 4位 那須　 政男 10分01秒

砲　　　 丸　　　 授 2位 1吹田　　 修 13ｍ62

団　 体　 競　 技

織　　　 目 試　 合　 結　 果

芋㌫業誉逮
一般男子 2回戦で八女郡に惜敗

弊 誌 志
青年男子 2回戦で大野城市に惜敗

聖感幾読書 「　 般
3回戦 （ベスト8）で
北九州市に惜敗

′薮撚

パ燦 薄 ン
一般男子 1回戦で久留米市に惜敗

青　　 年
準決勝で豊前市に惜敗

（3位）

バス密封薄汁ル 青年男子 3回戟 （ベスト8 ）で
宗像郡に惜敗

畢隼

′′誓感 度 ′ル

青年男子 1回戦で甘木市に惜敗

青年女子．3回戦で築上郡に惜敗

無
線
墳
墓
改
葬
の
お
知
ら
せ

●
所
在
地
　
八
幡
西
区
大
字
浅
川
六
二

二
番
地
外
三
筆
（
浅
川
向
墓
地
）

●
無
縁
墳
墓
の
徴
　
5
5
基

●
改
葬
理
由
　
土
地
区
画
整
理
の
た
め

●
属
出
先
　
八
幡
西
区
浅
川
二
丁
目
9

番
2
0
号
　
北
九
州
市
第
二
浅
川
土

地
区
画
整
理
組
合

⑪

　

6

0

2

局

4

1

3

9

番

●
届
出
期
限
　
6
2
年
1
0
月
2
0
日
ま
で

●
所
在
地
　
埼
玉
県
熊
谷
市
大
字
久
下

三
九
一
番
地
の
一

●
無
線
墳
墓
の
数
　
1
8
基

●
改
葬
理
由
　
宅
地
造
成
の
た
め

●
眉
出
先
　
埼
玉
県
熊
谷
市
宮
町
4
7
－

1
　
熊
谷
市
役
所
環
境
部
環
境
保

全

課

　

宙

（

0

4

8

5

）

2

4

局

1

1

1

1

番

●
届
出
期
限
　
6
2
年
1
0
月
1
7
日
ま
で

少
年
指
導
委
員
に

母
皇
武
徳
さ
ん

母
里
武
徳
き
ん
（
頃
未
）
が
県
の

公
安
委
員
会
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
て

少
年
指
導
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

少
年
指
導
委
員
と
は
、
少
年
の
非

行
を
防
止
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る

た
め
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

昭
和
6
1
年
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す

盛
年
の
間
、
中
学
の
校
長
先
生
と

し
て
少
年
の
楷
導
に
あ
た
ら
れ
て
こ

ら
れ
た
母
屋
さ
ん
は
、
「
過
去
の
経

験
を
生
か
し
て
、
今
後
も
少
年
の
非

行
防
止
の
た
め
努
力
し
ま
す
。
」
と

使
命
感
に
燃
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

（10）
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滞納処分を

各種財産の差押え実施
（納税係）

現在町では、町税の悪質滞納を許さない方

針で納税指導を行っています。

今までは「納税者の自主納付」を基本に、

督促ｔ催告や訪問による滞納整理を進めてき

ました。

もちろん、大多数の方は定まった納期に納

めていただいていますし、中には止むを得な

い事情で滞納になっている方もおられます。

しかし、「自主納付」を待つことが逆に、

「このくらいの滞納なら町は何もしないよ。」

とか「住宅・畢・ビデオなどの月賦もあって

税金までは払えません。」など、生活設計に

納税を組み込んでいただけない方を増やすこ

とにもなっています。

このような反省点を考え、町では今後、高

額滞納者・長期滞納者や、滞納額の多少にか

かわらず再三の催告にも応じない方について

は、国税徴収法に基づいた各種財産の差し押

えを行い租税の公平を期してまいりたいと考

えています。

住良の皆さんの御理解と御協力をお願いい

たします。

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
に
「
国
籍
法
」

が
改
正
さ
れ
、
日
本
人
の
子
で
次
の
条

件
を
備
え
る
外
国
人
は
、
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
届
出
が
で
き
る
条
件
は
？

次
の
四
つ
の
条
件
を
備
え
て
い
る
人

①
国
籍
を
取
得
し
ょ
う
と
す
る
人
が
、

昭
和
4
0
年
1
月
ｌ
日
か
ら
昭
和
5
9
年

1
2
月
末
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
と

⑧
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
が
、

日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ

と
。

⑧
国
籍
を
取
得
し
声
つ
と
す
る
人
の
出

生
の
時
に
、
母
が
日
本
国
民
で
あ
っ

た
こ
と
。

④
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
の
母

が
、
現
に
（
ま
た
は
母
の
死
亡
の
時

に
）
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

●
届
出
が
で
き
る
期
間
は
？

昭
和
6
2
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
。

●
届
出
人
は
？

国
籍
を
取
得
し
ょ
う
と
す
る
人
が
、

①
1
5
歳
以
上
の
と
き
は
、
本
人
が

⑧
1
5
歳
未
満
の
と
き
は
、
親
権
者
、
後

見
人
な
ど
の
法
定
代
理
人

※
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
最
寄
り

の
法
務
局
ま
で
。

届
出
は
、
ふ
て
年
の

1
2
月
3
1
日
ま
で
に

法
務
局
へ

文化条　文養作品募集

短　歌　ノ

菊又は雑詠一首をハガキに書

き10月末日までに田中秀樹（猪

熊町住115号）あてお送り下さい。

第10回観菊短歌大会

●と　き11月5日　午前10時

から

俳　句ノ
当季雑詠五句をハガキに書き、10月25日までに

田中博幸（水巻町役場住宅課）あてお送り下さい。

選者　向野楕棄先生

俳　句　大　会

●と　き11月10日　午後6時30分から

●ところ　中央公民館　大和室

●ところ　中央公民館　　　　　　●主　催　水巻町教育委員会・水巻町文化連盟

更生保護募金ご協力あり惇とう。
みなさんから寄せられた募金は47万円を超えました。
更生保護募金は、犯罪者の自力更生を支えるための保護司会の

活動や、ｒ明るい社会の建設のために役立てられるものです。
保護司会一同、この仕事の重要性を痛感しており、皆さま方か

らの募金をはげみにしながら頑張っていきたいと思っています。
御協力本当にありがとうございました。

保護司会　水巻分区　　保護司一同

地　 区　 名 濁音寡歪1○○

立　 屋　 敷 5，2 50

伊　 左　 座 7，6 50

′　み ず ほ 団 地 16，65 0

27 ，20 0

二　 呵　 住 3，3 00

下 14 ，60 0

下　 二　 呵　 住 4，7 50

入5工興 産社 宅 、 1，70 0

林　 住　 宅 2，150

吉　 田　 の　 － 12，400

吉　 日ヨ　の　 二 2 1，50 0

吉　 田　 の　 三 24 ，350

吉　 江「団　 地 5 1，660

美 春 野 団 地 12 ，000

鯉 口団地 分壌 2 ，350

鯉 ［コ　 団　 地 10，4 10

地　 区　 名瀾8 8 8 8 8 ㌫案Ｓｌ歪

頃　 東　 北 2 2，000

頃　 東　 南 2 3，500

机 4 ，000

古　　　　 賀 12 ，350

ニ＿＿紡　 生　 絹㌣ 4 ，000

樋　　　　 口′ 12 ，800

旛 25 ，000

ニ港　 町　 住 7，910

′‾お かの 台団 地 50，4 00

高　 松　 臆目地 56，0 00

梅 の木 濁地 東 15，7 50

梅 の木 団地 西 5，4 00

古■綽 1 軋 ±齢 3，5 00

高 尾団 地 10，5 50

机　 社　 宅 1，0 00

合　　 計 47 2 ，08 0

（11）

故
瓜
生
　
弘
　
様

瓜
生
　
タ
ネ
様

み
ず
ほ
団
地

香
典
返
し
と
し
て

●
下
二
　
　
故
山
田
　
和
子
様

山
田
一
之
様

●
猪
熊
　
　
故
藤
崎
キ
ヌ
ヱ
様

藤
崎
　
正
幸
様

櫨
元
　
繋
　
様

●
頃
末
　
　
　
故
毛
利
　
フ
ジ
様

下
條
　
実
　
様

●
樋
口
　
　
　
故
鈴
木
　
稀
堆
様

鈴
木
ツ
ル
エ
様

●
古
賀
団
地
　
故
村
田
　
雄
司
様

村
田
　
幸
司
様

●
山
部
ヱ
ツ
様
（
長
寿
記
念
と
し
て
）
　
　
●
吉
田
三

故
櫨
元
フ
ミ
エ
様

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封
あ
り
が
と
う

●
匿
　
名
　
様

安
部
ク
マ
ヲ
様

●
み
ず
ほ
団
地
故
北
野
　
キ
チ
様

北
野
　
林
　
様

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
　
　
●
頃
末

牽
∴
一
志
聖
打
＼
い
㌣
「
針
－

●
頃
末

故
高
畠
　
正
幸
様

高
畠
　
久
子
様

故
安
部
　
久
弥
様

Ｊｔヽ



です。忘れ去られようとしている
きます。

がりをもった町
んに紹介してい

三

好

徳

松

の

生

涯

「
頭
領
時
代
」

たしたちのふるさとは、炭坑と深いつな
坑の梯子や炭坑に蜜つわる物語をみなさ

自
縛
戦
争
の
こ
ろ
ま
で
は
ヤ
マ
を
統
轄
す
る
人
を
大
頭
領
と
、
い
っ

た
が
、
ヤ
マ
の
機
械
化
に
よ
っ
て
技
術
は
坑
長
、
労
務
は
大
納
屋
頑

と
分
れ
た
あ
と
、
納
屋
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
、
す
べ
て
を
坑
長
が
取

り
仕
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
明
治
三
十
五
年
発
行

の
児
玉
音
松
著
「
頚
領
伝
」
に
、
「
東
嶺
は
一
坑
一
人
に
し
て
大
頚

領
な
り
。
そ
の
下
に
一
番
頭
領
、
二
番
頭
額
と
あ
る
」
と
書
い
て
あ

る
の
で
、
の
ち
の
大
納
屋
頭
と
納
屋
頚
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
に
も

な
る
。
な
お
筑
豊
に
は
「
筑
豊
五
郡
頚
領
会
」
な
る
組
織
が
あ
っ
て
、

そ
の
幹
事
会
で
坑
内
技
術
の
優
秀
な
者
が
東
嶺
に
選
任
さ
れ
た
の
で
、

当
時
は
だ
れ
で
も
頭
領
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

徳
松
と
し
て
は
、
年
期
が
あ
け
る
ま
で
に
せ
め
て
二
番
頭
領
に
な

っ
て
、
故
郷
に
錦
を
飾
り
た
い
と
の
願
い
が
あ
っ
た
の
で
、
坑
内
で

か
ら
だ

は
だ
れ
よ
り
も
率
先
し
て
懸
命
に
働
い
た
。
し
か
も
徳
松
は
体
が
大

き
く
根
性
が
あ
っ
た
の
で
、
二
年
も
す
る
と
仲
間
か
ら
信
頼
さ
れ
て

頭
領
の
片
腕
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
給
田
炭
坑
は
、

他
の
ヤ
マ
に
先
が
け
て
坑
内
馬
を
蒸
気
捲
揚
機
に
取
り
替
え
た
う
え
、

蒸
気
駆
動
の
扇
風
機
で
坑
内
の
排
気
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
カ
ン
テ

ラ
（
石
油
と
種
油
の
混
合
油
の
ブ
リ
キ
製
手
さ
け
ラ
ン
プ
）
を
安
全

焙
（
坑
内
ガ
ス
引
火
防
止
の
た
め
に
燃
焼
室
を
金
網
で
覆
っ
た
手
さ

け
ラ
ン
プ
）
　
へ
改
め
る
な
ど
、
筑
豊
唯
一
の
近
代
化
し
た
ヤ
マ
で
あ

っ
た
。そ

う
し
た
と
き
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
。
し
た
が
っ
て
ど
の
ヤ

マ
よ
り
も
収
益
は
よ
く
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
坑
夫
の
ふ
と
こ
ろ
は

大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
。
徳
松
は
若
く
は
あ
る
し
、
友
だ
ち
と
直
方
の

さ
か
り
場
で
再
三
あ
そ
ん
だ
が
、
そ
の
と
き
に
、
そ
こ
で
働
く
女
を

晩年の三好セキ

見
染
め
て
い
る
。
名
は
セ
キ
、
生
れ
は
岐
阜
県
恵
那
郡
本
郷
村
（
木

曽
川
上
流
の
長
野
県
境
）
、
な
ん
で
も
家
が
投
落
し
た
の
で
流
れ
て

九
州
で
働
く
身
に
な
っ
た
と
い
う
。
彼
女
は
小
柄
で
あ
る
が
丸
ぽ
ち

ゃ
の
器
量
よ
し
、
二
人
で
話
し
て
い
る
う
ち
に
愛
し
合
う
よ
う
に
な

り
、
結
婚
の
約
束
を
す
る
の
に
、
そ
う
永
く
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

き
っ
そ
く
徳
松
は
芳
賀
頭
領
に
話
を
し
た
。

「
お
や
じ
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
大
納
屋
住
い
で
は
若
い
者
の
け
じ

め
が
つ
か
な
い
か
ら
結
婚
し
ま
う
と
思
う
。
つ
い
て
は
直
方
で
見
染

め
た
女
が
い
る
が
、
彼
女
に
は
前
借
金
が
あ
る
。
結
婚
し
て
二
人
で

か
せ
い
で
返
す
か
ら
カ
ネ
を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
」

「
そ
う
か
、
お
前
が
見
染
め
た
女
な
れ
ば
俺
は
文
句
は
い
わ
ぬ
。

し
か
し
今
か
ら
の
お
前
を
考
え
る
と
、
若
い
者
を
よ
く
世
話
す
る
女

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
親
の
承
諾
を
得
た
な
れ
ば
こ
こ
へ
連
れ
て

こ
い
、
俺
が
祝
言
を
さ
せ
て
や
る
」

芳
賀
は
横
の
引
き
出
し
を
あ
け
て
、
徳
松
に
カ
ネ
を
貸
し
与
え
た
。

と
き
に
徳
松
二
十
五
歳
、
セ
キ
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
結
婚
し
て
み
る
と
セ
キ
は
ま
れ
に
み
る
か
し
こ
い
女
で
、

し
か
も
小
柄
で
あ
る
が
こ
ま
め
で
、
芳
賀
頭
領
の
家
の
水
汲
み
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
大
納
屋
（
独
身
坑
夫
部
屋
）
の
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、

こ
な

ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
身
を
粉
に
し
て
働
い
た
。
こ
れ
に
は
頭
顔
を
初
め

納
屋
の
人
は
み
な
感
心
し
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
徳
松
の
生

涯
で
最
も
大
き
な
役
割
り
を
果
し
た
の
は
彼
女
で
、
そ
の
成
功
は
こ

の
妻
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

明
治
二
十
九
年
冬
、
徳
松
は
五
年
の
年
期
が
あ
け
て
、
二
人
し
て

な
つ
か
し
い
三
ツ
頭
へ
帰
っ
た
。
す
で
に
徳
松
は
給
田
炭
坑
で
一
番

頭
領
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
の
で
、
坑
内
技
術
は
誰
に
も
ひ
け
を
と
ら

な
い
自
信
が
あ
っ
た
。
帰
え
る
と
す
ぐ
徳
松
は
、
古
賀
の
福
好
炭
坑

の
開
坑
を
、
新
し
い
技
術
と
設
備
を
導
入
し
て
指
導
し
、
三
十
年
に

年
産
一
万
五
千
ト
ン
を
出
炭
し
て
水
巻
村
屈
指
の
ヤ
マ
に
し
た
。
さ

ら
に
徳
松
は
そ
の
年
か
ら
古
賀
の
京
殿
炭
坑
の
技
術
指
導
も
手
が
け

た
の
で
、
こ
れ
ら
の
優
秀
な
技
術
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
前

記
の
「
頭
領
伝
」
に
よ
れ
ば
若
く
し
て
大
頭
横
に
昇
格
し
て
い
る
。

ま
た
三
ツ
頚
の
菅
原
神
社
に
は
徳
松
が
明
治
三
十
五
年
に
寄
進
し
た

鳥
居
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
、
す
で
に
金
銭
的
に
も
ゆ
と
り

の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
日
清
戦
争
後
の
石
炭
事
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う

に
、
二
十
九
年
は
ま
だ
戦
争
景
気
の
余
波
で
、
全
国
の
出
炭
は
五
百

万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
景
気
は
三
十
年
か
ら
下
降
線
を
た
ど
り
始
め

た
。
そ
の
と
き
の
盆
踊
り
唄
に
、

へ
米
が
十
銭
す
り
や
唐
米
は
九
銭

働
か
ん
に
ゃ
食
わ
れ
ん
と
書
い
て
あ
る

と
、
う
た
わ
れ
た
時
代
。
そ
れ
で
も
三
十
二
年
か
ら
始
っ
た
八
幡

製
鉄
所
の
建
設
で
、
景
気
は
幾
分
も
ち
直
し
た
か
に
み
え
た
が
、
三

十
四
年
、
つ
い
に
わ
が
国
初
の
産
業
恐
慌
時
代
が
到
来
し
て
、
ヤ
マ

の
多
く
の
経
営
者
が
交
代
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
な
る
と
不
景
気
の

反
動
も
手
伝
っ
て
「
ロ
シ
ャ
撃
つ
ペ
し
」
の
声
を
巷
で
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
が
三
十
六
年
に
は
戦
争
準
備
へ
と
発
展
し
て
、
全

国
の
出
炭
は
一
千
万
ト
ン
に
も
達
し
た
。

で
は
当
時
の
水
巻
村
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ヤ
マ
が
あ
っ
た
か
と
い

お

わ

ち

う
に
、
吉
田
に
は
高
松
炭
坑
と
御
輪
地
炭
坑
、
上
二
と
下
二
に
金
谷

炭
坑
、
そ
れ
に
古
賀
の
京
殿
炭
坑
と
福
好
炭
坑
の
六
坑
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
年
産
一
千
ト
ン
以
下
の
タ
ヌ
キ
掘
り
で
は
、
古

賀
、
頃
末
、
机
、
吉
田
で
各
二
坑
、
上
二
と
下
二
に
各
一
坑
の
十
坑

で
、
合
計
十
六
坑
の
ヤ
マ
が
稼
動
し
て
い
た
（
「
筑
豊
五
郡
石
炭
鉱

区
一
覧
表
」
に
よ
る
）
。

明
治
三
十
七
年
二
月
、
つ
い
に
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
石
炭
は
大
陸
へ
の
輸
送
と
兵
器
の
生
産
で
、
い
く
ら
掘
っ
て

も
足
ら
な
い
時
代
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
下
沢
善
右
衛
門
の
経
営
す

る
頃
末
炭
坑
は
、
三
十
六
年
の
出
炭
は
年
産
わ
ず
か
六
百
七
十
五
ト

ン
、
そ
こ
で
古
賀
の
ヤ
マ
で
の
実
績
を
買
わ
れ
て
、
徳
松
が
坑
内
指

導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
日
本
炭
坑
誌
」
　
（
明
治
四
十
四
年
、
高
野
江

基
太
郎
著
）
に
、
「
本
坑
は
難
宮
の
声
も
っ
ぱ
ら
高
く
、
三
十
三
年

以
来
休
業
中
の
と
こ
ろ
、
三
十
五
年
、
三
好
の
所
有
に
帰
す
」
と
あ

る
。
し
か
し
「
筑
豊
五
郡
石
炭
鉱
区
一
覧
表
」
と
「
筑
豊
石
炭
鉱
業

史
年
表
」
、
そ
れ
に
昭
和
六
年
八
月
十
四
日
の
福
岡
日
日
新
聞
に
よ

れ
ば
、
徳
松
は
三
十
七
年
九
月
に
頃
未
炭
坑
を
取
得
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
三
十
五
年
か
ら
徳
松
が
指
導
に
あ

た
っ
て
、
三
十
七
年
に
取
得
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

徳
松
は
直
ち
に
名
を
三
好
炭
坑
と
改
め
て
、
坑
内
の
整
備
に
と
り

か
か
っ
た
。
な
か
で
も
採
炭
は
念
願
の
残
柱
式
採
炭
法
を
全
面
的
に

採
用
し
、
し
か
も
戦
争
が
幸
い
し
て
好
調
な
す
べ
り
出
し
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
三
十
八
年
七
月
の
大
雨
で
、
中
間
字
道
元
の
遠
賀
川
土
手

が
決
壊
し
て
大
洪
水
と
な
り
、
三
好
炭
坑
は
水
没
し
て
採
炭
不
能
と

な
っ
た
。
徳
松
は
買
収
の
と
き
に
多
額
の
借
金
を
か
か
え
て
の
災
難
、

そ
れ
で
も
屈
せ
ず
四
十
日
間
の
排
水
作
業
で
よ
う
や
く
復
旧
し
て
、

翌
年
に
は
年
産
十
一
万
ト
ン
を
出
炭
し
て
、
一
躍
、
県
下
の
長
者
番

付
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
と
き
に
徳
松
三
十
五
歳
、
妻
セ
キ
二
十
八

歳
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
文
）
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貞
　
志

（12）


